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トップメッセージ

野で受注高、完成工事高ともに増加しました。メン
テナンス分野では定期修理工事、タンク分野では保
全工事、エンジニアリング分野では大規模工事が主
な増加要因となります。完成工事高増加に加え、前
年同期に発生した特殊要因（従業員持株会向け譲渡制
限付株式インセンティブ制度導入に関する一過性の
費用）がなかったことから、完成工事総利益・営業利
益が大幅に増加しました。
当中間連結会計期間における業績は、受注高899
億97百万円（前年同期比22.2％増）、完成工事高893
億40百万円（前年同期比18.9％増）、営業利益78億

当中間連結会計期間（2025年４月１日～2025年９
月30日）における国内経済は、各種政策の効果によ
り、雇用・所得環境が改善する下で、個人消費や企
業収益が改善し、景気は緩やかに回復しております。
他方、米国の通商政策の影響をはじめ、欧米におけ
る金利政策の動向や中国における不動産市場の停滞

の継続に伴う影響など、海外景気の下振れが国内景
気を下押しするおそれと、物価上昇、中東地域をめ
ぐる情勢、金融資本市場の変動等のリスクが懸念さ
れる状況が続いております。
当社グループにおきましては、前年同期比で、メン
テナンス、タンク、エンジニアリングのすべての分

当中間期事業環境について

93百万円（前年同期比124.5％増）、経常利益80億
13百万円（前年同期比120.2％増）、親会社株主に帰
属する中間純利益52億4百万円（前年同期比97.5％
増）となりました。

当中間連結会計期間末の資産合計は、1,280億44
百万円で前連結会計年度末より、128億48百万円増
加しました。これは、現金及び預金が11億92百万円、
受取手形、完成工事未収入金及び契約資産が75億69
百万円、建物及び構築物が22億26百万円それぞれ増
加したこと等によるものであります。
当中間連結会計期間末の負債合計は、399億11百
万円で前連結会計年度末より、103億70百万円増加
しました。これは、短期借入金が105億円増加した
こと等によるものであります。
当中間連結会計期間末の純資産合計は、881億32
百万円で前連結会計年度末より、24億78百万円増加
しました。これは、利益剰余金が21億82百万円増加
したこと等によるものであります。

当中間期の財政状態の概況

株主の皆様には、平素より格別のご高配を賜り厚く
お礼申し上げます。
ここに第122期中間期（2025年4月1日から2025年
9月30日まで）の事業の概況をご報告申し上げます。
何卒、ご高覧いただきたくお願い申し上げます。

代表取締役社長
社長執行役員
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当社は、株主の皆様に対する利益配当を経営の最
重要課題と位置付けております。収益に即した継続
的かつ安定的な配当を実施することに留意し、60％
以上の連結配当性向を目標としております。また、
配当の時期は中間および期末の年2回を基本といた
します。

▪発行可能株式総数 160,000,000株

▪発行済株式総数（自己株式含む） 54,168,053株

▪自己株式数 153,544株

▪株　主　数 10,168名

▪大　株　主

（注）		1. 持株数は、千株未満を切り捨てて表示しております。
	 	2. 持株比率は、小数点第3位以下を四捨五入しております。
	 	3. 持株比率は、自己株式を控除して計算しております。

※「個人・その他」には自己株式を含めております。
（注）上記の数値は四捨五入しているため、合計が100％にならない場合があります。

株式の状況（2025年9月30日現在）

株 主 名 持株数（千株） 持株比率(％)
ENEOSホールディングス株式会社 15,541 28.77
UH Partners 2 投資事業有限責任組合 4,904 9.08
光通信KK投資事業有限責任組合 3,513 6.50
日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口） 2,961 5.48
UH Partners 3 投資事業有限責任組合 1,947 3.61
レイズネクスト従業員持株会 1,652 3.06
エスアイエル投資事業有限責任組合 1,354 2.51
B B H  F O R  F I D E L I T Y 
LOW-PRICED STOCK FUND 1,304 2.42

レイズネクスト取引先持株会 1,283 2.38
株式会社エフティグループ 677 1.25

詳細な財務情報は、当社ウェブサイトの
「投資家情報」をご覧ください。 https://www.raiznext.co.jp/ir/

連結決算ハイライト

レイズネクスト IR
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トピックス

コミュニケーションを軸とした
職場環境の改善を継続し、

プラント定修における
安全性と品質の向上を目指します。

製油所をはじめとしたプラントの定期修理工事（以下定修）は、プラントの安全かつ安定的な稼働を維持するために不可
欠なメンテナンス工事です。稼働を止めて限られた期間で工事を行うため、改修技術や作業効率が求められており、夏季
の定修作業環境は年々厳しくなっています。

昨年夏より熱中症対策の一環として始まった従事者向
け休憩スペース「えね屋」を本年さらに拡充しました。
日陰のエリアに設けられた「えね屋」のスペースでは、
熱中症対策に効果のある飲料、かき氷、バナナなどが無
料提供され、単なる休憩所とは違った、従事者同士のコ
ミュニケーションの場となっています。人工芝の設置や
横になれる縁台を設けるなど、休憩時間の快適性に配慮。
デジタルサイネージを設置して情報の迅速な共有も行っ
ています。

「えね屋」での対話を通じた連帯感により、現場ではリ
スクへの気づきが高まり、安全意識や品質改善への取り
組みが活性化しました。「また来たい定修」という北日本事
業所のスローガンのもと、従事者同士のネットワークが
構築され、人員不足が課題となる中でも、優秀な人材が
再び現場に戻ってくる好循環が生まれています。さらに、
休憩所の配置により現場との移動時間が短縮され、作業
効率が向上。これにより残業時間も削減されました。現在、
無災害記録は2年間継続しており、「えね屋」が大きく貢献
していると考えています。

ニッポン放送
「オールナイトニッポン」への
スポンサード決定
2025年9月２日より、全国ネットで放送中のラ
ジオ深夜番組「オールナイトニッポン」３曜日での
CM提供を開始しました。番組のメイン視聴者で
ある若い世代に、当社の認知と事業理解の浸透、
製造業や建設業界全体のイメージ向上につながる
ことを期待しています。

● 番組概要
　 オールナイトニッポン
　 放送局：ニッポン放送全国36局ネット
　 放送時間：月曜 - 土曜 25:00 - 27:00
　 公式サイト：https://www.allnightnippon.com/
● CM提供日
　 9月2日（火）深夜より毎週3曜日（火曜、水曜、金曜）

お客様であるENEOS株式会社仙台製油所での定期修理工事現場において、工事関係者のた
めの休憩スペース「えね屋」を展開しました。職場環境の改善とコミュニケーションの促進を
通じて安全と品質の向上を目指す取り組みです。

氷水から取り出す飲料コーナー
背面には寄せ書きボードが掲示されている

日陰に設置された休憩スペース

安全ビデオを放映するデジタルサイネージ

ニッポン放送本社スタジオで行われたCM収録

製氷にこだわったかき氷を提供

ENEOS仙台製油所内「えね屋」

プラント定期修理工事における、職場環境の改善
コミュニケーションスペース「えね屋」

安全と品質向上への取り組み

背景

概要

「えね屋」の成果

広報・IR活動　企業認知向上にむけて
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決算期 3月31日

定時株主総会 6月中

基準日 定時株主総会については、3月31日とい
たします。
その他必要があるときは、あらかじめ公告
して定めます。

配当金受領
株主確定日

3月31日および中間配当を実施すると
きは9月30日

株主名簿管理人 三菱UFJ信託銀行株式会社

同お問合せ先 三菱UFJ信託銀行株式会社 証券代行部
東京都府中市日鋼町1−1
電　話  0120−232−711（通話料無料）
郵送先  〒137−8081  

新東京郵便局私書箱第29号 
三菱UFJ信託銀行株式会社
証券代行部

公告の方法 電子公告といたします。但し、電子公
告による公告をすることができない場
合は、日本経済新聞に掲載する方法とい
たします。

株主メモ 会社概要（2025年9月30日現在）

役員（2025年9月30日現在）

商 号 レイズネクスト株式会社
RAIZNEXT Corporation

本社所在地 〒231-0062
横浜市中区桜木町一丁目1番地8
045-415-1111

設 立 1938年（昭和13年）7月20日

資 本 金 2,754,473,003円

上場取引所 東京証券取引所　プライム市場

従 業 員 数 連結　2,170名　　　単体　1,710名

当社ウェブサイトでは、企業情報、事業・サービス、投資家
情報など、様々な情報を掲載しております。
ぜひご覧ください。

https://www.raiznext.co.jp
レイズネクスト

Webサイトのご案内

代表取締役社長　社長執行役員 毛　利　照　彦
代表取締役副社⻑　副社⻑執⾏役員 上　田　秀　樹
取締役副社⻑　副社⻑執⾏役員 木　村　裕　之
取締役副社⻑　副社⻑執⾏役員 中宅間　大　作
取締役　専務執⾏役員 佐久間　　　裕
取締役　常務執⾏役員 川　村　雅　彦
社外取締役 伊　佐　範　明
社外取締役（監査等委員） 佐　分　紀　夫
社外取締役（監査等委員） 水　地　啓　子
社外取締役（監査等委員） 西　田　まゆみ


